
2025年度 全国指導者養成担当者会議 
議事録 

2026年3月2日(月) 

17:30～19:00 

WEB会議(ZOOM) 

  

開会          進行：指導者養成委員会ｼﾆｱﾌｪﾛｰ 森 健一 

 

１．日本陸連が目指す人材育成                専務理事   田﨑 博道 

・2040年に向けたミッション達成の中核は「指導者養成」であり、部活動改革等の環境変化

を機に、時代に即した「最強のコーチ養成制度」への進化を目指す。 

 ・指導者が高い倫理観と社会的責任を持つことで、プロとして正当に評価され、自立できる構

造（経済的基盤や社会的地位の確立）を構築する。 

 ・指導者養成は陸連単独ではなく、現場と知恵を出し合いながら変化を進める「共創」のプロ

セスである。 

 

２． 指導者養成の現状と課題                  指導者養成委員長  山本 浩 

   ・指導者養成の対象を、従来の層に加えてウェルネス陸上に取り組む層や学生等の若い世代

へも拡大していく。 

・指導者資格を「車のライセンス」同様に広く普及する環境を目指す。（安全が大前提であり、

時代や選手の変化に対応する能力を持つもの） 

・エデュケーターには、熟練職人のような卓越した所作と専門知識を持ち、技術改善のみなら

ずアスリートの心地よい活動を支援できる『腕の立つコーチ』の養成に向け、引き続き尽力

いただくことを期待する。 

 

3．コーチ資格保有者の養成状況               指導者養成委員  山元 康平 

・資格保有者は2020年度から2025年度にかけて約1.55倍（8272名）に増加し、特にスタ

ートコーチの養成が順調に進んでいる。 

・女性の割合（17.9%）や、男女別の増加率も同等レベルで推移している。 

 ・2027年度からの指導者資格義務化を見据え、今後は「量の拡充」から講習会等の「質の向

上」へフェーズを移行することも必要となる。 

 

4．公認コーチ資格制度の改定                指導者養成委員会副委員長 沼澤 秀雄 

  ・2026年4月1日より資格名称を「公認A級コーチ・B級コーチ・C級コーチ」へと変更する。 

・若い指導者の早期活躍を促すため、2027年度より公認A級コーチ（現 公認コーチ）の受

講条件を変更し、（公認B級コーチ取得後、現場での指導実績通算2年以上等）公募による

受講も導入する。 

 

5．JAAFエデュケーターの養成    指導者養成委員会ｼﾆｱﾌｪﾛｰ 森 健一 

   ・2026年3月末までに46都道府県でエデュケーター（認定数91名）の配置が完了する予定

である。 

・2026年度はスキルアップ研修や新規養成講習会（2027年2月予定）を実施し、体制の強

化を図る。 

 

6． Diversity & Inclusion                 強化部指導者養成課長 田中悠士郎 

  （グループディスカッション） 

    ・「JAAF VISION」実現のため、Diversity & Inclusion（多様性と包摂）の考え方が重要

である。 



・ワークを実施し、価値観を共有することが大切であることを強調した。そして、人権ポリシーと

インテグリティ行動指針を読んで内容を理解するとともに、陸協内での周知を依頼した。 

 

7．実施事業について                同上             

   ・2025年度の実施事業の現状および2026年度の事業計画について説明・共有を行った。 

 

8．その他(連絡事項等)           同上     

   ・本連盟の登録における団体設立要件の条件達成に向けた資格取得スケジュールについて 

‐2027年度の本連盟会員登録に向けた各種講習会の受講時期やコーチ資格の認定（JSP

O登録される）時期について説明した。 

※各陸協内でのコーチ資格の充足率次第では、スタートコーチ等の開催時期の変更など

に影響を及ぼすため改めて確認していただきたい。 

   ・JAAF公認コーチ資格(B級、C級)会場担当者説明会開催について 

-会場担当者説明会は4月3日に実施予定。詳細は追って連絡する。 

-B級開催時に発生する運営方法や運営費用の見直しは、２０２７年度に向けてヒアリングの

機会を設ける。それらを踏まえて検討していく。 

・更新研修開催について 

  -資料の中には入れていないが、今年度同様に各陸協において計画し、年に１回以上は開催

していただきたい。詳細は改めて指導者養成課より連絡をする。 

・JSPO指導者管理システムの管理アカウントについて 

-JSPO指導者管理システムにおける、各陸協の適切な管理アカウント運用について確認し

た。 

・日清食品カップ 全国小学生陸上競技交流大会について 

-都道府県大会開催に関する案内（第1信）は、陸連担当部署から3月中旬頃に発信予定。 

 ※3月14日に発信済み 

-都道府県大会などに関する調査を3月27日までに求める予定のため、あらかじめ情報集

約の依頼をした。 

・【情報提供】JSPO資格更新の単位制導入検討に関して 

  -2027年度登録者より、JSPO資格更新においてインテグリティ関連等の研修受講を必修

とする単位制の導入が検討されている旨を共有した。 

 

閉会 

 


